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「はつ、わたしは、今までなんてバカなことをしていたんだろう……
意識を取りもどしたカーペインターさんは、いきなり反省し始めた。
「あの黄金像を拾ってから、わたしはおかしくなってしまったんだ……」そう言いながら、
祭壇に安置されている黄金像を指差す。「……みんなには済まないことをした。黄金像は捨て
る。このわたしを許しておくれ。これがポーラが閉じこめられている牢のカギだ
ぼくは牢のカギを受け取ると、急いで山小屋に向かった。
スターマンを倒し、迷路のように入り組んだ通路を苦労しながら進んだぼくらは、ようや
くたどりついた広間で、信じられないものを見た。なんと、博士やアップルキッド、トニー
たちが、透明のカプセルのようなものに入れられていたのだ。ほかにも、タッシーウオッチ
ング隊の1人や、あの、どせいさんまでいる。ぼくらは捕われた人たちの前に駆け寄った。
「へいき、いき、できる」と、平然と答えたのは、言わずもがなのどせいさん。でも、ほか
の人たちは、かなり苦しそうだ。と-。博士が、苦しい息の中で訴えてきた
こ、ここの隣の部屋に……力…カプセルを解除するレバーがある……が…そこには……d

